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暦
の
上
で
は
立
秋
は
と
う
に
過
ぎ
、

お
盆
の
休
み
も
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
酷

暑
と
も
い
う
べ
き
こ
の
暑
さ
。
ゆ
う
に

３５
度
は
超
え
て
い
よ
う
。
８
月
１９
日

（
日
）
、
歴
史
を
重
ね
て
５９

回
目
の

「
東
播
八
市
親
善
剣
道
大
会
」
が
西
脇
市

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
た
。 

 

昭
和
２９
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
、

昭
和
３０
年
に
は
東
播
五
市
の
大
会
と
し

て
、
そ
の
後
六
市
、
七
市
と
増
え
て
現
在

は
加
東
市
を
加
え
て
八
市
の
大
会
に
な
っ

た
。
発
展
に
伴
っ
て
、
来
年
度
は
三
本
目

の
優
勝
旗
を
新
調
す
る
と
い
う
。 

 

当
日
は
恒
例
の
合
同
稽
古
で
汗
を
流
し
、

開
会
式
は
10
時
３０
分
か
ら
始
ま
っ
た
。

参
加
者
は
来
賓
・
役
員
２２
名
、
大
会
役

員
６７
名
、
審
判
員
４６
名
、
補
助
員
４０

名
、
選
手
１６９
名
、
計
３４４
名
。 

 

大
会
会
長
齋
藤
幸
雄
西
脇
市
剣
道
連
盟

会
長
の
挨
拶
や
、
大
会
名
誉
会
長
来
住
壽

一
西
脇
市
長
の
挨
拶
な
ど
が
続
き
、
地
元

西
脇
市
の
村
岡
選
手
の
選
手
宣
誓
で
開
会

式
は
終
わ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
打
太
刀
，
教
士
七
段
黒
崎
護
、

仕
太
刀
教
士
七
段
遠
藤
郁
男
両
氏
の
日
本

剣
道
形
の
演
武
が
あ
っ
た
。 

粟
田
良
之
助
先
生 

銅
メ
ダ
ル 

 
 

試
合
は
１１
時
１５
分
か
ら
始
ま
り
、
最

初
に
男
子
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。
出
場
資

格
は
三
段
以
下
で
あ
る
。
３２
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。
三
木
市
か
ら
は
加

村
友
多
、
谷
渕
勝
巳
、
稲
岡
稔
博
、
中
谷

忠
資
、
粟
田
良
之
助
の
五
氏
が
出
場
し
た
。

内
、
加
村
選
手
は
、
西
脇
の
橋
本
貴
明
三

段
を
破
っ
て
嬉
し
い
初
勝
利
。
粟
田
良
之

助
三
段
は
加
古
川
の
田
中
寿
幸
二
段
、
加

西
の
水
田
典
秀
三
段
、
明
石
の
渋
谷
啓
輔

三
段
を
次
々
破
っ
て
ベ
ス
ト
４
、
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。 

 

続
い
て
女
子
三
段
以
下
の
部
、
平
井
敦

子
、
江
村
直
子
の
２
名
が
出
場
し
た
が
力

及
ば
ず
上
位
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。 

大
西
由
記
先
生
頑
張
る 

四
段
以
上
の
部
で
優
勝 実

力
者

が
ひ
し
め
く

女
子
四
段
以

上
の
部
で
は
、

た
だ
一
人
三

木
か
ら
出
場

の
大
西
由
記

選
手
（
県
立

吉
川
高
校
教

員
）
は
、
試

合
経
験
豊
富

な
強
豪
を
な
ぎ
倒
し
、
つ
い
に
決
勝
戦
へ
。

高
砂
市
の
広
恒
直
子
四
段
を
延
長
の
末
、

コ
テ
に
切
っ
て
と
り
、
初
優
勝
、
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
。 

 
 

各
市
の
名
誉
を
賭
け
て
相
争
う
団
体
戦

は
午
後
か
ら
始
ま
り
、
我
が
三
木
市
は
、

は
２
―
１
で
い
ず
れ
も
敗
退
し
て
、
及
ば

な
か
っ
た
。 

 

Ｂ
チ
ー
ム
は
籤
運
に
恵
ま
れ
、
明
石
市

Ａ
、
西
脇
市
Ｃ
、
加
西
市
Ｂ
と
対
戦
。
実

力
者
を
ず
ら
り
と
揃
え
た
我
が
三
木
市
Ｂ

チ
ー
ム
は
、
加
西
市
Ｂ
と
は
５
―
０
、
西

脇
市
Ｃ
と
も
５
―
０
で
完
勝
し
た
が
、
過

去
二
年
間
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
り
、
リ
ベ
ン

ジ
に
燃
え
る
明
石
市
Ａ
と
は
が
っ
ぷ
り
四

つ
に
組
ん
で
、
互
い
に
譲
ら
ず
、
両
者
ポ

イ
ン
ト
の
な
い
、
引
き
分
け
勝
負
で
、
僅

か
に
次
鋒
西
本
の
と
ら
れ
た
メ
ン
一
本
が

決
め
手
と
な
っ
て
、
入
賞
の
道
を
阻
ま
れ

た
。 

ま
さ
し
く
一
本
の
壁
に
泣
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

な
お
明
石
市
Ａ
は
、
高
砂
市
Ａ
の
連
覇

の
夢
を
打
ち
砕
き
、
決
勝
戦
で
も
加
古
川

Ａ
を
斥
け
て
優
勝
し
た
。 
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去
る
８
月
２５
日
（
土
）
、
岡
山
県
で

行
わ
れ
た
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
、
剣

道
７
段
昇
段
審
査
会
に
お
い
て
、
我
が

三
木
市
剣
道
連
盟
名
誉
会
長
，
小
紫
邦

夫
氏
が
、
９８１
名
の
受
審
者
の
内
、
最

後
の
１
組
（
４
名
１
組
）
で
受
審
し
、

見
事
合
格
し
ま
し
た
。 

 

小
紫
氏
は
、
相
手
を
引
き
出
し
、
そ

の
出
が
し
ら
を
打
ち
切
っ
て
、
文
句
な

し
の
出
来
栄
え
。
最
後
の
立
会
と
あ
っ

て
会
場
全
部
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る

内
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
冴
え
た
一

打
ち
に
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が

鳴
り
続
け
た
と
い
い
ま
す
。 

 

続
く
剣
道
形
の
審
査
で
は
、
横
浜
の

教
士
７
段
の
某
氏
が
打
太
刀
を
買
っ
て

出
ら
れ
、
小
紫
氏
を
感
激
さ
せ
ま
し
た
。 

長
年
、
小
紫
名
誉
会
長
の
形
の
相
手
を

つ
と
め
て
き
た
森
下
哲
次
副
会
長
に
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

無
欲
の
勝
利
を
祝
福 

三
木
市
剣
道
連
盟
副
会
長 

 

森
下
哲
次 

 

小
紫
邦
夫
先
生
と
は
、
す
で
に
１３

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
平
均
し
て
月
に

約
５
回
合
計
１５
セ
ッ
ト
の
剣
道
形
を

打
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互
い

不
備
な
点
は
指
摘
せ
ず
に
黙
々
と
打
た

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う

に
長
き
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
た
大
き
な

原
因
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

２
千
セ
ッ
ト
以
上
と
い
う
と
て
つ
も

な
い
数
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勿
論
互
い
に
拙
い
内
容
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
剣
の
操
法
が
こ
の
弛
ま
な
い
形

稽
古
の
中
か
ら
醸
し
出
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
竹
刀
に
よ
る
基
本

稽
古
や
地
稽
古
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、

心
の
持
ち
よ
う
や
姿
勢
が
生
ま
れ
た
結

果
の
昇
段
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
心
か

ら
賛
辞
を
贈
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
生
は
「
生
涯
剣
道
」
を
目
指
す
こ

と
を
１３
年
目
に
誓
わ
れ
ま
し
た
。
あ

る
時
は
体
を
壊
さ
れ
、
稽
古
を
中
止
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
回

復
さ
れ
ま
す
と
、
「
今
日
、
稽
古
を
し

ま
し
ょ
う
か
？
」
と
誘
わ
れ
る
こ
と
が

た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
気
持

ち
を
維
持
す
る
に
は
、
人
に
は
考
え
ら

れ
な
い
体
力
と
の
戦
い
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
負
け
ん
気
の
強
い
先
生
は

素
知
ら
ぬ
体
で
、
た
だ
黙
々
と
形
を
打

た
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
「
足
が

痛
い
。
腰
が
痛
い
。
」
と
言
お
う
も
の

な
ら
、
「
若
い
人
が
何
言
う
と
ん
ね
ん
」

と
返
さ
れ
る
と
、
ぐ
う
の
音
も
出
ま
せ

ん
で
し
た
。 

先
生
は
昨
年
春
の
昇
段
審
査
以
降
、

体
調
を
崩
さ
れ
た
り
、
入
院
を
繰
り
返

し
た
り
し
て
剣
道
形
の
お
誘
い
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
だ
か
寂
し
い
気

持
ち
と
、
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
掛
け
れ

ば
よ
い
の
や
ら
と
迷
っ
て
い
ま
し
た
。

手
術
か
ら
や
っ
と
回
復
さ
れ
、
形
と
稽

古
を
再
開
さ
れ
て
も
、
体
育
館
の
「
湿

度
が
高
い
」
な
ど
と
お
聞
き
す
る
に
つ

け
、
相
手
が
誰
で
あ
れ
、
稽
古
を
続
け

て
ほ
し
い
と
祈
る
思
い
で
し
た
。
そ
れ

で
も
何
度
自
分
の
体
力
や
気
力
と
戦
っ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

小
生
ご
と
き
が
感
想
を
述
べ
る
の
は

大
変
失
礼
と
は
思
い
ま
す
が
、
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
昨
年
頃
か
ら

時
々
７
段
の
気
位
を
持
っ
た
打
突
で
打

た
れ
始
め
た
の
で
、
小
生
も
負
け
じ
と

そ
れ
を
真
似
し
て
き
ま
し
た
。
打
た
せ

て
い
た
だ
く
折
の
心
の
持
ち
方
が
，
我

欲
か
ら
離
れ
、
相
手
の
気
持
ち
に
沿
い

な
が
ら
打
ち
据
え
る
「
悟
り
」
に
似
た

現
象
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
、
こ
れ
が
「
剣
法

十
則
」
の
七
番
目
に
あ
た
る
心
構
え
で

す
。
初
段
か
ら
八
段
ま
で
の
心
の
変
転

は
、
ま
さ
に
「
鍛
練
」
の
一
語
に
尽
き

ま
す
。
友
人
や
家
族
と
い
え
ど
も
立
ち

入
れ
な
い
「
自
分
と
の
戦
い
」
で
す
。 

先
生
に
は
頂
上
ま
で｢

鍛
練｣

を
続
け

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
小
生
も
で
き
れ
ば
同
道
さ
せ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。 

小
紫
邦
夫
名
誉
会
長
、
最
高
齢
で
７
段
合
格 

生 

涯 

剣 

道 

を 

率 

先 

垂 

範 
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９
月
２
日
（
日
）
、
三
木
市
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、

恒
例
の
三
木
市
剣
道
連
盟
指
導
者
研
修

会
が
行
わ
れ
、
一
般
会
員
約
４０
名
、

高
校
生
を
含
め
計
６８
名
が
参
加
し
た
。 

本
年
度
の
講
師
に
は
、
地
元
自
由
が
丘

在
住
の
伊
藤
明
裕
先
生
（
教
士
７
段
、

兵
庫
県
警
察
剣
道
師
範
）
を
招
聘
し
た
。

伊
藤
先
生
は
、
６
月
の
東
播
地
区
の
審

 

判
法
・
稽
古
法
の
講
習
会
で
も
、
講
師

と
し
て
兵
庫
県
剣
道
連
盟
か
ら
派
遣
さ

れ
、
そ
の
指
導
が
わ
か
り
や
す
く
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
導
部
が
特
に
懇

望
し
て
ご
指
導
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

講
習
会
は
午
前
１０
時
か
ら
始
ま
り
、

午
前
中
に
剣
道
講
話
と
日
本
剣
道
形
。 

日
本
剣
道
形
に
つ
い
て
は
、
全
剣
連
発

行
の
「
講
習
会
資
料
」
に
基
づ
き
、
そ 

の
注
意
す
べ
き
点
を
補
足
説
明
の
重
要

部
分
を
傍
線
を
入
れ
な
が
ら
学
習
し
た

後
、
実
技
に
移
っ
た
。 

 

午
後
は
、
審
判
法
の
講
話
に
引
き
続

き
、
実
技
指
導
。
高
校
生
が
約
３０
名

ほ
ど
参
加
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
各

校
対
抗
の
団
体
試
合
が
組
め
、
一
般
会

員
が
そ
の
審
判
員
と
し
て
実
技
を
行
っ

た
。
伊
藤
先
生
か
ら
そ
れ
ら
審
判
員
は

も
と
よ
り
、
周
囲
で
見
守
っ
て
い
る
そ

れ
以
外
の
会
員
に
も
注
意
、
設
問
が
あ

り
、
会
員
に
は
い
い
勉
強
の
機
会
で

あ
っ
た
。
午
後
３
時
過
ぎ
か
ら
約
１
時

間
、
伊
藤
先
生
を
中
心
に
合
同
稽
古
が

あ
り
、
全
員
が
参
加
し
て
び
っ
し
ょ
り

汗
を
か
い
て
無
事
終
了
し
た
。 

 

午
後
７
時
か
ら
講
師
、
伊
藤
先
生
を
囲

ん
で
懇
親
会
が
「
な
が
さ
わ
」
で
持
た

れ
、
約
２０
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。 

９
月
も
末
の
９
月
２９
日(

土)

、
「
第

４７
回
三
木
市
中
学
校
新
人
体
育
大
会

が
、
各
競
技
一
斉
に
行
わ
れ
、
そ
の
剣

道
の
部
が
市
立
三
木
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
。
出
場
者
は
全
市
の
中
学

剣
士
１８
名
、
団
体
戦
は
２
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
争
わ
れ
る
。
三
木
市
剣
道
連
盟

か
ら
審
判
員
と
し
て
小
椋
治
朗
成
人
指

導
部
長
以
下
１３
名
が
参
加
し
、
小
椋

審
判
長
の
下
、
審
判
に
従
事
し
た
。
開

会
式
は
、
山
城
三
木
中
学
校
校
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
前
年
度
団
体
優
勝

の
「
自
由
が
丘
中
学
校
」
チ
ー
ム
が
優

 

勝
カ
ッ
プ
を
返
還
、
主
将
の
今
福
太
一

君
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
た
。 

 

試
合
は
、
個
人
戦
か
ら
始
ま
り
、
男

子
は
３
つ
の
リ
ー
グ
で
総
当
た
り
戦
、

上
位
２
名
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
出
場

で
き
る
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
っ

た
者
、
以
下
の
通
り
。 

 

今
福
太
一
、
鈴

木
斗
麻
、
横
山
暖

(

以
上
自
由
中)

、

中
谷
琢
哉
，
吉
積

映
良
（
三
木
中
）
、

十
都
汰
一(

星
陽
中) 

 

決
勝
戦
は
三
木
中
中
谷
琢
哉
と
自
由

中
今
福
太
一
で
争
わ
れ
、
中
谷
，
場
外

反
則
負
け
で
決
着
し
た
。
団
体
戦
で
相

手
大
将
今
福
に
二
本
勝
ち
し
、
団
体
戦

で
唯
一
勝
者
に
な
っ
た
中
谷
に
は
悔
し

い
負
け
で
あ
っ
た
。 

 

女
子
は
出
場
が
３
名
の
み
で
あ
り
、

自
由
が
丘
内
村
友
美
が
他
を
寄
せ
付
け

ず
優
勝
し
た
。 

 

団
体
戦
は
昨
年
の
覇
者
、
自
由
が
丘

中
学
校
が
、
メ
ン
バ
ー
を
１
名
欠
く
三

木
中
を
一
方
的
に
退
け
、
４
―
１
で
勝

ち
、
東
播
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
。 

 

試
合
後
の
講
評
で
、
安
栖
敏
夫
三
木

市
剣
道
連
盟
指
導
顧
問
か
ら 

「
気
合
が
不
足
し
て
い
る
。
特
に
立
ち

会
い
の
気
迫
が
著
し
く
不
足
し
て
い
て
、

こ
れ
で
は
剣
道
と
は
い
え
な
い
。
腹
の

底
か
ら
声
を
出
し
て
い
な
い
。
打
っ
た

後
も
声
が
出
て
い
な
い
。
」
な
ど
厳
し

い
指
摘
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
講
評
を
受
け
て
の
、
審
判
員
元

立
ち
の
合
同
稽
古
は
、
試
合
し
た
中
学

生
に
と
っ
て
、
多
少
は
厳
し
い
稽
古
に

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

三
木
市
剣
道
連
盟
指
導
者
研
修
会
に
６８
名
が
参
加 

平
成
２４
年
度
三
木
市
中
学
校
新
人
戦
剣
道
の
部 

個
人
は
今
福(

自
由
中)

が
優
勝 

自
由
が
丘
中
、
東
播
大
会
出
場
権
獲
得 

 

自由中今福主将

の力強い宣誓 

真剣に指導を受ける参加者 

示範をする伊藤先生（左） 

右は安栖先生 
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平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
六
日
。
岡

山
会
場
（
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
）
に
て
、

六
段
に
合
格
。
そ
の
瞬
間
、
安
栖
敏
夫 

先
生
の
「
昇
段
審
査
は
、
何
や
か
ん
や

言
っ
て
も
、
最
後
は
運
で
す
。
」
の
一

言
が
実
感
を
伴
っ
て
胸
に
迫
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
後
は
運
と
は
い
え
、

や
は
り
大
切
な
こ
と
は
、
何
や
か
ん
や

言
い
な
が
ら
の
稽
古
を
自
分
が
今
、
置

か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
う
積
み

重
ね
て
い
く
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

六
段
昇
段
に
際
し
、
私
な
り
の
剣
の

歩
み
の
一
部
を
こ
こ
に
記
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

○
長
か
っ
た
五
段
合
格
ま
で

の
歩
み 

 

三
木
中
時
代
、
藤
原
淳
作
先
生
に
剣

道
の
手
解
き
を
受
け
、
確
か
五
～
六
回

目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く
初
段
。

小
野
高
で
は
、
仙
丸
喜
次
先

生
に
剣
道
の
基
本
的
な
事
柄

（
姿
勢
、
打
つ
べ
き
機
会
、

日
本
剣
道
形
、
呼
吸
法
、
文
武
両
道
等
）

に
つ
い
て
、
毎
日
の
稽
古
を
通
し
て
繰

り
返
し
教
え
て
頂
き
、
二
段
合
格
。
信

州
大
学
時
代
、
長
野
県
で
は
弓
道
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
山
内
成
豊
先
生
に
剣

道
稽
古
法
の
基
本
に
つ
い
て
ご
指
導
頂

き
、
参
段
は
長
野
剣
連
よ
り
頂
き
ま
し

た
。
地
方
大
学
ゆ
え
、
全
国
各
地
（
東

京
、
大
阪
、
千
葉
、
愛
知
、
岐
阜
、
新

潟
、
長
野
、
石
川
、
富
山
、
福
井
、
京

都
、
和
歌
山
、
大
分
、
熊
本
、
福
岡
、

等
々
）
地
方
色
豊
か
な
剣
道
に
出
会
え

た
貴
重
な
四
年
間
で
し
た
。
大
学
卒
業

後
、
三
木
で
教
職
に
就
き
な
が
ら
、
三

木
市
剣
道
連
盟
の
会
員
の
方
々
と
稽
古

を
重
ね
、
昭
和
五
十
九
年
に
四
段
に
昇

段
し
ま
し
た
が
、
職
場
で
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
指
導
と
の
両
立
が
難
し
く
、
し
ば

ら
く
剣
道
か
ら
遠
ざ
か
る
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
空
白
期
間
は
実
質
十
年
以
上

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

や
は
り
剣
道
の
持
つ
奥
深
い
魅
力
に
引

き
戻
さ
れ
、
再
出
発
を
し
て
、
剣
道
五

段
に
昇
段
し
た
の
が
平
成
十
八
年
九
月
。

神
戸
の
王
子
道
場
で
実
技
・
形
合
格
後

の
筆
記
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

黒
田
忠
夫
先
生
に
「
満
点
取
る
つ
も
り

か
？
」
と
優
し
く
声
を
掛
け
て
頂
き
、

周
囲
を
見
回
す
と
、
残
る
受
験
者
は
私

を
含
め
、
二
～
三
人
で
あ
っ
た
の
を
昨

日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
中
学
か

ら
始
め
、
五
段
取
得
ま
で
四
十
年
か

か
っ
た
計
算
で
す
。 

 

昨
年
の
夏
に
は
六
段
へ
の
修
業
年
限

で
あ
る
五
年
間
は
経
過
し
た
も
の
の
、

稽
古
量
不
足
は
明
白
。
六
段
受
審
へ
の

自
信
は
無
く
、
ず
る
ず
る
と
日
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
仕
事
の
忙
し
さ
を
言

い
訳
に
、
稽
古
量
は
増
え
ず
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
五
段
が
我
が
剣
道
最
終
段
位

か
？
と
い
う
文
字
が
浮
か
ん
だ
時
も
あ

り
ま
し
た
。 

○
は
じ
め
に
目
標
あ
り
き 

そ
こ
で
、
私
の
取
っ
た
策
は
、
①
稽

古
量
確
保
→
②
審
査
申
込
→
③
合
格
と

い
う
順
序
を
逆
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

つ
ま
り
、
①
自
分
が
六
段
に
合
格
し
た

立
ち
合
い
を
鮮
明
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

持
つ
→
②
審
査
申
込
→
③
稽
古
量
確
保 

と
い
う
順
序
で
す
。
こ
れ
は
、
邪
道
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
剣
道
は

剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
る
人
間
形
成
の

道
で
あ
る
」
と
い
う
剣
道
の
理
念
は
、

長
期
目
標
と
し
て
堅
持
し
な
が
ら
、
短

期
目
標
と
し
て
「
昇
段
」
を
掲
げ
、
そ

の
達
成
に
向
け
て
計
画
を
練
り
、
そ
れ

な
り
の
稽
古
を
す
る
こ
と
は
許
し
て
頂

け
る
範
疇
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。 

○
合
格
へ
の
稽
古
計
画
を 

立
て
る 

 

六
段
を
一
度
も
受
審
し
た
こ
と
の
な

い
私
で
も
、
今
の
時
代
、
幸
い
に
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
容
易
に
審

査
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
返
し
動
画
で
観
る
こ
と
に
よ
り
、

合
格
の
立
ち
合
い
イ
メ
ー
ジ
を
徐
々
に

鮮
明
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
上
っ
た
と
こ
ろ
で
、

す
ぐ
に
審
査
申
込
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
受
審
当
日
ま
で
の

稽
古
計
画
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

計
画
は
県
剣
連
や
東
播
・
市
剣
連
の

事
業
を
押
さ
え
、
各
少
年
剣
道
教
室
の

練
習
日
や
コ
ミ
ス
ポ
・
紫
雲
館
道
場
・

王
子
道
場
等
の
練
習
日
と
仕
事
の
予
定

と
を
調
整
し
、
実
行
可
能
な
計
画
と
し

ま
し
た
。 

○
毎
日
の
基
本
ル
ー
チ
ン
を

守
る 

 

私
に
は
、
数
年
前
か
ら
、
毎
日
続
け

て
い
る
日
課
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

朝
、
目
覚
め
て
一
番
に
寝
床
の
上
で
行

う
精
神
統
一
と
、
仏
壇
へ
の
お
参
り
、

そ
し
て
、
素
振
り
で
す
。
朝
食
前
に
行

う
、
こ
の
三
つ
の
ル
ー
チ
ン
は
、
現
在
、

完
璧
に
私
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

睡
眠
に
よ
っ
て
、
身
体
の
リ
セ
ッ
ト
は

で
き
ま
す
が
、
心
の
リ
セ
ッ
ト
は
特
に

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
朝
食
前
の
こ
の
三
つ
の
習

慣
で
行
い
ま
す
。
正
し
く
強
い
心
を
目

指
し
て
、
毎
朝
、
初
心
に
も
ど
り
、
心

を
鏡
に
映
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の

六
段
昇
段
に
想
う 

植
田 

吉
則 


